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全農石川県本部公式
Instagram

ja_zennoh_ishikawa
県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：https://www.instagram.com/ja_zennoh_ishikawa/?hl=ja
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「令和８年度のスタートにあたってのキックオフ大会」開催

　全農石川県本部は、協同会社も含めたグループ全体の８年度計画の周知と目標達成を目指し、「令和８年度の
スタートにあたってのキックオフ大会」を４月１日（水）と２日（木）に開催しました。

　まず、中西県本部長より「８年度は［2030年の全農のめざす姿］に向け
た取組の２年目として、構想をさらに深め、実践につなげる重要な年です。
県本部として何を行い、ＪＡのため、そして組合員のために何ができるのか
を、職員一人ひとりが日々考え行動することが求められます。あわせて子会
社事業にも積極的に関わり、県本部全体の力を高めていきましょう。また、
今後も意見交換の場を設け、多様な声を生かしながら、より良い県本部づく
りを進めていきます。」と挨拶がありました。
　続いて、全農本所高坂地区担当部長から全農の全体戦略および収支計画等
について説明があり、中村副本部長からは県本部の８年度事業計画の概要説
明とコンプライアン

ス遵守の徹底についての指示がありました。その後、各部
長、ＪＡグループ石川営農戦略室次長、協同会社役員によ
る８年度事業計画と重点実施策の説明が行われました。
　最後に、職員代表が「５つの重点施策の実践を加速化し、
ＪＡの持続可能な経営基盤の確立・強化を後押しするため、
ＪＡ・全農・協同会社が一体となり、ＪＡ支援策を明確か
つ着実に実行していきます。」と力強い決意表明を行い、
大会を締めくくりました。

（園芸課 大野・農機施設課 北崎）

中西県本部長

販売の様子

収穫体験の様子

　３月28日（土）、奥能登原木しいたけ活性化協議会が主催する
「『のと115』春の収穫祭」が、穴水町の能登ワイン醸造所で
開催されました。地元の生産者やＪＡの協力のもと、「のと
115」の即売をはじめ、きのこ汁のふるまいや収穫体験が行わ
れ、会場は多くの来場者で賑わいました。
　大きく肉厚な「のと115」をふんだんに使ったきのこ汁は、
「香りがよく、食べ応えがある」と来場者から好評でした。即
売コーナーには大小さまざまな「のと115」が並び、穴水高校
の生徒たちが販売した、しいたけ入り「ピザパン」も登場し、
盛況となりました。

さらに、植菌体験や収穫体験も実施され、親子連れが楽しそうにシ
イタケを収穫する姿が見られ、会場には多くの笑顔があふれました。
　協議会の会長は「多くの方に足を運んでいただき、生産者一同、
大きな励みになった。これからも『のと115』の魅力を発信し続け
たい」と話されました。
　本イベントを通じて、「のと115」への理解と応援の輪がさらに広
がり、奥能登の農業と地域の元気を感じられる一日となりました。

「のと115」春の収穫祭が今年も開催！
～がんばれ能登・復興応援～【奥能登原木しいたけ活性化協議会】

園芸課
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　４月29日（水・祝）の「２と９りの日」にちなみ、加賀太
きゅうりの魅力を広くＰＲするため、金沢駅にて「加賀太
きゅうりフェア」が開催されました。加賀太きゅうりは、通
常のキュウリの約５倍の重さを誇る加賀野菜の一つで、肉厚
でみずみずしい食感が特徴です。当日は、加賀太きゅうり部
会の山本部会長、梅川副部会長が販促に立ち、加賀太きゅう
りを使った「さっぱり塩味」「ごましょうゆ」「キムチ漬け」の
３種類の味を来場者の皆様にお楽しみいただきました。

　
　また、100個限定で販売した生の「加賀太きゅうり」は開始
早々から注目を集め、地元の方をはじめ、観光客や海外からの
来訪者など、多くの方に手に取っていただくことができました。
来場者からは、「とっても美味しい。キムチ味は初めて食べた」
「家でも簡単に作ってみたい」といった声が寄せられ、加賀太
きゅうりの新たな魅力を感じていただく機会となりました。
　今後も、地域の特産品の魅力を広く発信するイベントを積極
的に企画し、皆様に石川県の旬で新鮮な食材を楽しんでいただ
けるよう努めてまいります。

岡本右太夫翁の墓前で合掌する参列者

イベントの様子in金沢駅

園芸課

　４月17日（金）、「第59回たけのこ感謝祭」（主催：石川
県野菜園芸協会、後援：本会）が金沢市寺町の妙福寺で行
われ、生産者を始め、ＪＡ・行政・流通関係者ら約20名
が出席しました。
　この感謝祭は約250年前に江戸から県内に初めて「孟宗
竹」を持ち帰り、今日のたけのこ産地の礎を築いた「岡本
右太夫 翁」の墓がある同寺で毎年開催しています。県野
菜園芸協会の西川会長は「今年は、降雪量が多く、土中の
水分が残ったため、えぐみが少なく、立派なたけのこに仕
上がっている。地元たけのこを求める県民の声は根強く、高品質の安定生産、有利販売をお願いする。」と挨拶
しました。関係者らは翁の遺徳を偲ぶとともに、本年産のたけのこと併せて県産青果物の豊作と有利販売を祈願
しました。県産たけのこはＪＡ小松市、ＪＡ金沢市、ＪＡ石川かほくより出荷され、表年の今年は約430ｔの出
荷を見込んでいます。

第59回たけのこ感謝祭
～令和８年産たけのこの豊作と有利販売を祈願～

園芸課

●岡本 右太夫（おかもと うだゆう） 
　加賀藩割場足軽。島津吉貫公より将軍家に献上され吹上苑にて繁茂
していた孟宗竹を明和３年（1766年）に県内に持ち帰り、金沢桜小路
（現在の寺町付近）の自宅に植える。これは間もなく枯れたが、明和
７年再度江戸に上がり持ち帰ったものが繁殖し、県内各地に移植され
今日のたけのこ産地となる。

ふ きゅう

加賀太きゅうりフェアin金沢駅
…毎月29日は『２と９りの日』…

ふ きゅう
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たけのこ（小松市）

旬を味わおう！ 石川の
春野菜

きゅうり

　４月３日（金）、ＪＡ金沢市より石川県産の春きゅうり
が初出荷されました。
　今年は気温が高めに推移したことから、昨年より２～
３日早い出荷開始となりました。生育は順調に進み、適
切な栽培管理のもと、みずみずしく良好な品質に仕上が
りました。

　

　松原部会長は、「地元のきゅうりを、ぜひ多くの方に味
わってほしい。おすすめはサンドイッチとキムチあえ」
と話しました。
　ＪＡ金沢市では、５月中旬から下旬にかけて最盛期を
迎え、７月上旬までに約360トン（７万２千ケース）の
出荷が見込まれています。

　４月６日（月）、県内産「たけのこ」がＪＡ小松市東山た
けのこ集出荷場から初出荷されました。小松市産たけのこ
は、赤土で粘土質の土壌で育つことから、色が白く、やわ
らかさと甘みがあるのが特長です。
　今季は適度な降雨と気温の上昇により生育が順調に進み、
例年通りの出荷開始となりました。出荷量は表年にあたり、
一昨年並みとなる約25トンの出荷が見込まれています。

　
　
　山本部会長は「えぐみが少なくやわらかいため、すき焼き
や焼肉、カレーライスなど幅広い料理に使える。ぜひ旬の味
を楽しんでほしい」と話しました。その後、ＪＡ金沢市、
ＪＡ石川かほくなどからも順次出荷が始まり、４月中旬から
５月上旬にかけて出荷のピークを迎えました。

ＪＡ金沢市胡瓜部会　松原部会長

ＪＡ小松市タケノコ部会　山本部会長
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加賀太きゅうり

　４月６日（月）、ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場において、
加賀野菜の一つ「加賀太きゅうり」の出荷が始まりま
した。定植後は寒波の影響もあり、生育が心配されま
したが、その後は好天が続き、日照にも恵まれました。
生産者による丁寧な管理のもと、初出荷は、ほぼ平年
並みとなりました。

　

　
　山本部会長は「加賀太きゅうりは、生でも煮ても炒め
ても美味しい。火を通すことで甘みが増すので、ぜひ試
してほしい」と話しました。今シーズンは10月下旬頃
までに、400トン（約７万９千ケー
ス）の出荷を見込んでいます。関
西・関東・中京市場など全国へ出荷
され、５月中旬から６月上旬に最盛
期を迎える予定です。

ＪＡ金沢市加賀太きゅうり部会　山本部会長

　4月12日（日）、ＪＡ金沢市では平年並みの出荷ス
タートとなり、今年は約400トンの出荷が見込まれて
います。生産者が箱詰めしたたけのこが集荷場に持ち
込まれ、検査を経て出荷されました。雪の下でじっく
り育った金沢産たけのこは、みずみずしく甘みがあり、
えぐみが少ないのが特長です。今年は「表年」にあた
り、生産者の意欲も高く、気温の上昇とともに生育は
順調に進んでいます。

　
　山下部会長は「大きいものは煮物、やわらかい穂先
は味噌汁、細いものはきんぴらや炒め物など、料理に
よって異なる食感や風味を楽しんでほしい。大玉も期
待できる」と話しました。石川県内
各地区にて順次出荷が始まり、４月
中旬から５月上旬にかけて出荷の
ピークを迎えました。

ＪＡ金沢市筍部会　山下部会長

たけのこ（金沢市）

旬の今だからこそ味わえる石川の食材を、
ぜひご家庭の食卓でお楽しみください。
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